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難しくなっていることが、今後の展開の足かせになる
のではないかと危惧しています。
　――主に、どのような病状のがん患者さんが来局さ
れているのですか。
　前原　現在まさに治療を行っている患者、つまり化
学療法を行っている患者さんが多いです。そのため、
薬局の重要な仕事としては、その治療を継続していけ
るよう、副作用の早期発見や早期対応、処方薬剤の服
用状況の確認が挙げられます。副作用に対応するため
に、支持療法薬を適切に使用しているかなどの確認も
重要です。例えば支持療法薬として制吐剤が処方され
ていても、患者さんの中には吐き気が辛いにもかかわ
らず我慢して飲まない方もおられますので、そうした
方への服用の指導を行ったり、逆に服用してもコント
ロールできていない患者さんの情報を病院にお伝え
し、次回処方を検討していただいています。

　――先ほど、5月に改装を行い、個室相談室を新設
されたとお聞きしました。他には、どのような改装を
行ったのでしょうか。
  前原　改装前は、パーテーションで区切られた投薬
台と待合室がある普通の薬局でした。しかし、改装に
よって個室相談室を設けたほか、車椅子の患者さんが
利用しやすくするため、投薬台や相談室にスムーズに
移動できるように動線を見直し、待合室のレイアウト
を変更しました。
　――病院と治療方針等を共有するため、認定要件の
一つとして会議への継続的な参加くⅺ
す、どのような会掬りオ
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